
一

は
じ
め
に

本
稿
で
論
じ
る
作
品
を
次
に
掲
げ
る

(

�)

。

大
伴
淡
等
謹
状

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝

此
琴
夢
化
二

娘
子
一

曰

余
託
二

根
遥
嶋
之
崇
巒
一

晞
二

幹
九
陽
之
休
光
一

長
帶
二

烟
霞
一

逍
二

遥
山
川
之
阿
一

遠
望
二

風
波
一

出
二

入
鴈
木
之
間
一

唯
恐

百
年
之
後

空
朽
二

溝
壑
一

偶

遭
二

良
匠
一

�
為
二

小
琴
一

不
レ

顧
二

質
麁
音
少
一

恒
希
二

君
子
左
琴
一

即
歌
曰

い
か
に
あ
ら
む

日
の
時
に
か
も

音こ
ゑ

知
ら
む

人
の
膝ひ
ざ

の
上へ

我わ

が
枕
ま
く
ら
か
む(
５
・
八
一
〇)

僕
報
二

詩
詠
一

曰

言こ
と

問と

は
ぬ

木
に
は
あ
り
と
も

う
る
は
し
き

君き
み

が
手た

馴な

れ
の

琴こ
と

に
し
あ
る
べ
し

(
５
・

八
一
一)琴

娘
子
答
曰

敬
奉
二

徳
音
一

幸
甚
�
�

片
時
覺

即
感
二

於
夢
言
一

慨
然
不
レ

得
二

止
黙
一

故
附
二

公
使
一

聊
以
進
御
耳

謹
状
不
具

天
平
元
年
十
月
七
日
附
レ

使
進
上

謹
通

中
衛
高
明
閤
下

謹
空

跪
承
二

芳
音
一

嘉
懽
交
深

乃
知

龍
門
之
恩
復
厚
二

�
身
之
上
一

戀
望
殊
念

常
心
百
倍

謹
和
二

白
雲
之
什
一

以
奏
二

野
鄙
之
歌
一

房
前
謹
状

言
問
は
ぬ

木
に
も
あ
り
と
も

我わ

が
背せ

子こ

が

手
馴
れ
の
御み

琴こ
と

地つ
ち

に
置
か
め
や
も

(

５
・

八
一
二)

十
一
月
八
日

附
二

還
使
大
監
一

謹
通

尊
門

記
室

｢

大
伴
淡
等
謹
状｣

｢

謹
通

中
衛
高
明
閤
下

謹
空｣

と
あ
り
、
ま
た

｢

房
前
謹
状｣

｢

謹
通

尊
門

記
室｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
瞭
な
よ
う
に
、
右
の
一
連
は
、
大
宰
府
の
大
伴
旅
人
と
都
の

藤
原
房
前
と
の
間
の
、
歌
を
含
ん
だ
書
簡
に
よ
る
や
り
と
り
で
あ
る
。

研
究
史
に
お
い
て
は
、
左
の
系
図
、

中
臣

(

藤
原)

鎌
足

藤
原
不
比
等

武
智
麻
呂

(

南
家)

房
前

(

北
家)

宇
合

(

式
家)

麻
呂

(

京
家)

宮
子

(

文
武
天
皇
妃
、
聖
武
天
皇
母)

安
宿
媛

(

聖
武
天
皇
皇
后
、
光
明
子)

に
お
け
る
藤
原
房
前
の
位
置
を
ふ
ま
え
、
大
伴
旅
人
が
藤
原
房
前
に
対
し
て
都
帰
還
を
願
う
寓
意

を
込
め
た
点
を
見
出
そ
う
と
す
る
論
や
、
大
伴
氏
と
藤
原
氏
と
の
対
立
と
い
う
表
面
的
な
見
取
り

図
で
は
な
く
、
旅
人
と
房
前
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
政
治
的
関
わ
り
が
確
保
さ
れ
て
い
た
の
か
の

証
左
を
求
め
よ
う
と
す
る
論
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
来
た

(

�)

。

�

川

晶

輝

大
伴
旅
人

｢

日
本
琴
の
歌｣

の
〈
趣
向
〉
に
つ
い
て

冒
頭
部
分
を
中
心
と
し
て

(一 )



ま
た
、
こ
の
一
連
の
書
簡
の
表
現
に
は
漢
籍
か
ら
の
多
く
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
出

典
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
古
沢
未
知
男
氏

｢

淡
等
謹
状

(

万
葉)

と
琴
賦

(

文
選

(

�))｣
や
、
小
島
憲
之
氏

｢

遊
仙
窟
の
投
げ
た
影

(

�)｣

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
藤
博
氏『

萬
葉
集
釈
注
三

(

�)』

が
、｢

書
状
で
あ
り
な
が
ら
作
品
に
な
っ
て
い
る｣

と
指
摘
し
て
い
る
意
義
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。｢

作
品｣

と
見
な
す
こ
の
指
摘
に
な
ら
い
、
本
稿

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
の
歴
史
的
事
実
・
政
治
状
況
等

の
考
察
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
単
に
漢
籍
の
出
典
論
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、『

万
葉

集』

と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
載
っ
て
い
る

｢

作
品｣

と
し
て
扱
っ
た
う
え
で
、｢

作
品｣

と
し
て
の

ど
の
よ
う
な
〈
趣
向
〉
が
布
置
さ
れ
て
い
る
の
か
の
分
析
を
目
指
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
〈
趣
向
〉

と
い
う
術
語
は
、
早
く
に
金
子
元
臣
氏

『
万
葉
集
評
釈
第
三
冊

(

�)』

が
、

こ
れ
を
奈
良
京
に
ゐ
る
知
人
藤
原ノ

房
前
に
贈
ら
う
と
し
た
が
、
そ
れ
に
は
何
か
一
趣
向
と
思

ひ
付
い
た
の
が
、
こ
の
琴
が
娘
子
に
化
つ
て
夢
中
に
現
れ
て
の
問
答
な
の
で
あ
る
。(

傍
線
、

�
川)

と
用
い
、
ま
た
、
日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

万
葉
集
二

(

�)』
が
、

琴
を
藤
原
房
前
に
贈
る
に
あ
た
っ
て
趣
向
を
凝
ら
し
、
…
…

(
傍
線
、
�
川)

と
も
用
い
て
い
る
よ
う
に
、
大
伴
旅
人
の
作
品
を
論
じ
る
上
で
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
術
語
で
あ

る
。

二

｢

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝｣

に
見
ら
れ
る
�趣
向
�
つ
い
て

小
島
憲
之
氏

｢

大
伴
淡
等
謹
状

(

�)｣

は
、

書
状
に
つ
け
て
物
品
を
送
附
し
た
り
献
上
し
た
り
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
物
品
を
ま
づ
最
初

に
挙
げ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
そ
の
指
摘
に
従
え
ば
、
大
宰
府
の
大
伴
旅
人
か
ら
都
の
藤
原
房
前
に
桐
の
琴
が
送
ら

れ
贈
呈
さ
れ
る
際
の
書
状
の
冒
頭
部
分
に
、｢

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝｣

と
記
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
記
述
の
直
後
に
は

｢

此
琴
…
…｣

と
あ
る
。
同
様
の
記
述
と
し
て
は
、

…
…
即
以
二

此
獣
一

獻
二

上
御
在
所
一

副
歌
一
首
…
…

(

６
・
一
〇
二
八
題
詞)

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
か
を
献
上
・
贈
呈
す
る
時
、
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ

る
。
当
該
例
も
、
都
の
藤
原
房
前
に
日
本
琴
を
贈
る
時
に
、
そ
の
琴
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

大
宰
府
の
大
伴
旅
人
か
ら
都
の
藤
原
房
前
に
送
ら
れ
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
桐
で
作
ら
れ
た

｢

日

本
琴｣

で
あ
っ
た
。
書
簡
の

｢

此
琴｣

と
い
う
表
現
は
、
書
簡
を
送
る
時
に
は
、
眼
前
の
そ
の
琴

を
指
し
示
し
て
い
る
表
現
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
受
け
取
っ
た
時
に
は
、
受
け
取
る
側
も
眼
前
に
琴

が
あ
り
そ
の
琴
を
指
し
示
し
て
い
る
そ
の
書
簡
を
享
受
す
る
体
裁
を
と
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝

此
琴
…
…

と
い
う
あ
り
方
は
き
わ
め
て
、
実
用
的
な
書
状
の
形
式
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま

右
に
見
た

｢

此
琴
…
…｣

の
す
ぐ
後
に
は
、｢

夢
化
二

娘
子
一

曰｣

と
あ
り
、
琴
が
夢
の
中
で
娘
子

に
化
け
て
言
葉
を
発
し
た
と
語
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、｢

娘
子｣

は
、
虚
構
を
盛
り
込
む
器
と
も

い
う
べ
き
表
現
で
あ
る
。
橋
本
四
郎
氏

｢

幇
間
歌
人
佐
伯
赤
麻
呂
と
娘
子
の
歌

(

�)｣

は
、『

万
葉
集』

巻
３
・
四
〇
四
〜
四
〇
六
番
歌

(

譬
喩
歌

(

	))

の
、

娘
子
報
二

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
一

贈
歌
一
首

ち
は
や
ぶ
る

神
の
社
し

な
か
り
せ
ば

春
日
の
野
辺
に

粟
蒔
か
ま
し
を

(

３
・
四
〇

四)

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
更
贈
歌
一
首

春
日
野
に

粟
蒔
け
り
せ
ば

鹿
待
ち
に

継
ぎ
て
行
か
ま
し
を

社
し
恨
め
し

(

３
・
四

〇
五)

娘
子
復
報
歌
一
首

我
が
祭
る

神
に
は
あ
ら
ず

ま
す
ら
を
に

つ
き
た
る
神
ぞ

よ
く
祭
る
べ
し

(

３
・
四

〇
六)

と
、
巻
４
・
六
二
七
〜
六
三
〇
番
歌
の
、

娘
子
報
二

贈
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
一

歌
一
首

我
が
手
本

ま
か
む
と
思
は
む

ま
す
ら
を
は

を
ち
水
求
め

白
髪
生
ひ
に
た
り

(

４
・

六
二
七)

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
和
歌
一
首

白
髪
生
ふ
る

こ
と
は
思
は
ず

を
ち
水
は

か
に
も
か
く
に
も

求
め
て
行
か
む

(

４
・
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六
二
八)

大
伴
四
綱
宴
席
歌
一
首

な
に
す
と
か

使
ひ
の
来
つ
る

君
を
こ
そ

か
に
も
か
く
に
も

待
ち
か
て
に
す
れ(

４
・

六
二
九)

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
歌
一
首

初
花
の

散
る
べ
き
も
の
を

人
言
の

繁
き
に
よ
り
て

よ
ど
む
こ
ろ
か
も

(

４
・
六
三

〇)

と
を
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
万
葉
集
に
歌
三
首
の
み
を
残
す
赤
麻
呂
の
残
り
の
一
首
が
、
大
伴
四

綱
の
宴
席
歌
六
二
九
番
歌
を
は
さ
ん
で
六
三
〇
番
歌
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
が
あ
る
の
が
自
然

で
あ
る
と
し
、

二
人
称
者
を

｢

君｣

と
呼
び
、｢

待
つ｣
と
歌
う
こ
の
歌

(

六
二
九
番
歌
の
こ
と
。
�
川
注)

は
、

女
性
を
装
う
立
場
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
女
を
装
っ
て
歌
う
の
は
宴
席
歌
の

常
道
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
列
席
者
の
反
応
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
巻
三
の
赤
麻
呂

歌
群
の
持
つ
喜
劇
性
は
、
宴
席
に
お
け
る
披
露
を
思
わ
せ
る
が
、
喜
劇
性
に
お
い
て
通
じ
あ

う
六
二
七
―
八
も
同
様
に
宴
席
を
場
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
ら
か
に

｢

宴
席
歌｣

で
あ

る
四
綱
の
歌
と
同
じ
席
で
の
歌
と
見
て
ま
ず
誤
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
、
こ
の

｢

娘
子｣

が
宴
席
歌
に
お
け
る
ま
っ
た
く
の
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
喝
破
し
た
。
こ
こ
に

は
、
虚
構
の
装
置
と
し
て
の

｢

娘
子｣

が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の

｢

娘
子｣

を
用
い
て
虚
構
を
創

り
上
げ
る
、
そ
う
し
た
趣
向
が
見
出
せ
よ
う
。

ま
た
、『

万
葉
集』

中
の

｢

化｣

の
例
と
し
て
は
次
の
例
が
あ
る
。

春
二
月
諸
大
夫
等
集
二

左
少
辨
巨
勢
宿
奈
麻
呂
朝
臣
家
一

宴
歌
一
首

海
原
の

遠
き
渡
り
を

遊
士
の

遊
ぶ
を
見
む
と

な
づ
さ
ひ
ぞ
来
し

右
一
首
書
二

白
紙
一

懸
二

著
屋
壁
一

也

題
云

�
莱
仙
媛
所
レ

化
�
蘰

為
二

風
流
秀

才
之
士
一

矣

斯
凡
客
不
レ

所
二

望
見
一

哉

(

６
・
一
〇
一
六
左
注)

こ
の
左
注
で
は
、
こ
の
一
〇
一
六
番
歌
が
白
紙
に
書
か
れ
て
家
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
風
流
な
趣
向
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
洒
落
た
趣
向

と
し
て
、
そ
の
歌
に
は
、

�
莱
仙
媛
所
レ

化
�
蘰

為
二

風
流
秀
才
之
士
一

矣

斯
凡
客
不
レ

所
二

望
見
一

哉

と
い
う
題
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
�
莱
仙
媛
が
化
け
た
�
蘰
は
、｢

風
流
秀
才

之
士｣

の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
凡
客
に
は
見
え
な
い
。
見
え
て
い
る
あ
な
た
方
は
ま
さ
に
、

｢

風
流
秀
才
之
士｣

で
す
よ
。
と
述
べ
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
に
は
趣
向
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
趣
向
の
中
で
、
�
莱
仙
媛
が
�
蘰
に

｢

化｣

す
る
こ
と
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
当
該
作
品
の
、

夢
化
二

娘
子
一

曰

に
も
、
虚
構
の
装
置
と
し
て

｢

娘
子｣

が
あ
り
、
夢
の
中
で
琴
が
娘
子
の
姿
に
化
け
る
と
い
う
こ

こ
に
こ
そ
、
当
該
作
品
の
趣
向
の
要
点
が
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

さ
き
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝

は
、
一
見
す
る
と
実
用
的
な
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
伴
旅
人
作
品
に
は
様
々
な
趣
向
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
当
該
作
品
の
こ
の
部
分
に
も
、
も
う
す
で
に
あ
る
種

の
趣
向
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
我
々
は
そ
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
意
識
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、｢

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝｣

の
記
述
を
丁
寧
に
追
っ
て
行
き
た
い
。

ま
ず
、
琴
が
桐
で
出
来
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『

懐
風
藻

(

�)』

の
次
の
詩
が
参
照
さ
れ
る
。

従
四
位
上
治
部
�
境
部
王

二
首

(

う
ち
の
一
首)

年
二
十
五
。

五
言

秋
夜
宴
二

山
池
一

一
首

對
レ

峰
傾
二

菊
酒
一

臨
レ

水
拍
二

桐
琴
一

忘
レ

帰
待
二

明
月
一

何
憂
夜
漏
深

こ
の
詩
に

｢

桐
琴｣

と
あ
る
の
を
参
照
す
れ
ば
、
当
時
、
桐
の
琴
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、｢

日
本
琴｣

の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。『

万
葉
集』

中
に
は
、
他
に
、

寄
二

日
本
琴
一

膝
に
伏
す

玉
の
小
琴
の

事
な
く
は

い
た
く
こ
こ
だ
く

吾
れ
恋
ひ
め
や
も

(

７
・
一

三
二
八

譬
喩
歌)

の
用
例
が
あ
る
。
こ
の
用
例
は
単
に
、
日
本
風
の
琴
を
示
す

｢

日
本
琴｣

で
あ
る
。
ま
た
、
他
に

｢

倭
琴｣

と
し
て
、

詠
二

倭
琴
一

�川 晶輝：大伴旅人 ｢日本琴の歌｣ の〈趣向〉について(三 )



琴
取
れ
ば

嘆
き
先
立
つ

け
だ
し
く
も

琴
の
下
樋
に

妻
や
隠こ
も

れ
る(

７
・
一
一
二
九)

右
歌
二
首
河
原
寺
之
佛
堂
裏
在
二

倭
琴
面
一

之

(

16
・
三
八
五
〇
左
注)

が
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
当
該
作
品
の
表
記

｢

日
本
琴｣

の

｢

日
本｣

と
い
う
記
述
が
関
連

し
あ
る
種
の
趣
向
を
生
み
出
し
て
い
る
点
を
後
述
す
る
用
意
が
あ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
用
例
を
確

認
す
る
に
と
ど
め
、｢

日
本｣

に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

次
に
、
下
注
の

｢
對
馬｣

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
描
か
れ
方
に
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

『

万
葉
集』

中
の

｢

対
馬｣
の
用
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

あ
り
ね
よ
し

對
馬(

つ
し
ま)

の
渡
り

海
中
に

幣
取
り
向
け
て

は
や
帰
り
来
ね(

１
・

六
二)

う
ぐ
ひ
す
の

音
聞
く
な
へ
に

梅
の
花

我
家
の
園
に

咲
き
て
散
る
見
ゆ

對
馬
目
高
氏

老(

５
・
八
四
一
下
注)

右
一
首
長
門
守
巨
曽
倍
對
馬
朝
臣

(

６
・
一
〇
二
四
左
注)

對
馬

(

つ
し
ま)

の
嶺ね

は

下
雲
あ
ら
な
ふ

可
牟
の
嶺
に

た
な
び
く
雲
を

見
つ
つ
偲
は

も

(

14
・
三
五
一
六)

到
二

對
馬
嶋
淺
茅
浦
一

舶
泊
之
時
不
レ

得
二

順
風
一

経
停
五
箇
日
於
レ

是
瞻
二

望
物
華
一

各
陳
二

慟
心
一

作
歌
三
首

(

15
・
三
六
九
七
題
詞)

百
船
の

泊
つ
る
對
馬(

つ
し
ま)

の

浅
茅
山

し
ぐ
れ
の
雨
に

も
み
た
ひ
に
け
り(

15
・

三
六
九
七)

右
二
首
對
馬
娘
子
名
玉
槻

(

15
・
三
七
〇
五
左
注)

右
以
神
龜
年
中
大
宰
府
差
二

筑
前
國
宗
像
郡
之
百
姓
宗
形
部
津
麻
呂
一

宛
二

對
馬
送
粮
舶
柁
師
一

也

于
レ

時
津
麻
呂
詣
二

於
滓
屋
郡
志
賀
村
白
水
郎
荒
雄
之
許
一

語
曰

僕
有
二

小
事
一

若
疑
不
レ

許
歟

荒
雄
答
曰

走
雖
レ

異
レ

郡
同
レ

船
日
久

志
篤
二

兄
弟
一

在
二

於
殉
死
一

豈
復
辞
哉

津
麻
呂
曰

府
官
差
レ

僕
宛
二

對
馬
送
粮
舶
柁
師
一

容
齒
衰
老
不
レ

堪
二

海
路
一

故
来
祗
候
願

垂
二

相
替
一

矣

於
レ

是
荒
雄
許
諾
遂
従
二

彼
事
一

自
二

肥
前
國
松
浦
縣
美
祢
良
久
埼
一

發
レ

舶
直

射
二

對
馬
一

渡
レ

海

登
時
忽
天
暗
冥
暴
風
交
レ

雨
竟
無
二

順
風
一

沈
二

没
海
中
一

焉

因
レ

斯
妻
子

等
不
レ

勝
二

犢
慕
一

裁
二

作
此
歌
一

或
云

筑
前
國
守
山
上
憶
良
臣
悲
二

感
妻
子
之
傷
一

述
レ

志
而

作
二

此
歌
一(

16
・
三
八
六
〇
〜
三
八
六
九
左
注)

ま
ず
、
巻
６
・
一
〇
二
四
番
歌
左
注
の
用
例
は
人
名
で
あ
り
、
巻
５
・
八
四
一
番
歌
下
注
の
用

例
は
、
対
馬
国
の
国
司
を
指
す
用
例
、
巻
15
・
三
七
〇
五
番
歌
左
注
の
用
例
は
、
そ
の
対
馬
国
の

在
地
の
娘
子
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
14
・
三
五
一
六
番
歌
の
用
例
は
、
対
馬
の
嶺
に
は
下
雲

が
無
い
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
嶺
が
高
い
こ
と
を
言
う
の
か
も
知
れ
な
い
が
、｢

可
牟
の
嶺｣

(

所
在

未
詳)

に
た
な
び
く
雲
を
見
続
け
て
家
郷
を
偲
ぼ
う
と
歌
わ
れ
る
。

｢

対
馬｣

が
持
つ
意
味
を
把
握
す
る
う
え
で
、
次
に
、
巻
16
・
三
八
六
〇
〜
三
八
六
九
番
歌
の

長
い
左
注
を
見
て
み
よ
う
。
筑
前
國
宗
像
郡
之
百
姓
宗
形
部
津
麻
呂
は
、
大
宰
府
か
ら

｢

對
馬
送

粮
舶
柁
師｣

に
指
名
さ
れ
た
が
、
滓
屋
郡
志
賀
村
白
水
郎
荒
雄
に
代
わ
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
理
由

は
、｢

容
齒
衰
老
不
レ

堪
二

海
路
一｣

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。｢

容
齒
衰
老｣

に
は
、
卑
下
に
よ
る

過
剰
な
表
現
の
要
素
も
見
ら
れ
よ
う
が
、｢

不
レ

堪
二

海
路
一｣

か
ら
は
、
対
馬
が
海
を
遠
く
隔
て
た

と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。｢

渡
レ

海｣

す
る
に
は
、
命
の
危
険
を
冒

す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
そ
の
任
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
荒
雄
は
、
命
を
落
と
し

て
し
ま
っ
た
。

次
に
、
巻
１
・
六
二
番
歌
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
題
詞
に

｢

三
野
連
名闕
入
唐
時
春
日
蔵
首
老

作
歌｣

と
あ
り
、
三
野
連
某

(

岡
麻
呂
に
比
定
さ
れ
て
い
る)

が
遣
唐
使
と
し
て
渡
唐
す
る
際
に
、

春
日
蔵
首
老
が
作
っ
た
は
な
む
け
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

あ
り
ね
よ
し

對
馬(

つ
し
ま)

の
渡
り

海
中
に

幣
取
り
向
け
て

は
や
帰
り
来
ね(

１
・

六
二)

こ
の
歌
に
描
か
れ
て
い
る
対
馬
の
あ
り
よ
う
を
�
る
た
め
に
も
、
こ
の
た
び
の
遣
唐
使
に
つ
い
て
、

し
ば
ら
く
追
っ
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
ず
、『

続
日
本
紀』

(

大
宝
元
年
正
月
条

(

�))

に
は
、

丁
酉

(

二
十
三
日)

、
以
二

民
部
尚
書
直
大
弐
粟
田
朝
臣
真
人
一

為
二

遣
唐
執
節
使
。一

と
あ
り
、
遣
唐
執
節
使
と
し
て
粟
田
朝
臣
真
人
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の｢

執
節
使｣

に
つ
い
て
は
、
森
公
章
氏

｢

大
宝
度
の
遣
唐
使
と
そ
の
意
義

(

�)｣

が
、

今
回
の
遣
使
の
職
階
名
に
関
し
て
は
、
大
使
の
上
に
執
節
使
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
。
長
い
遣
唐
使
の
歴
史
の
中
で
も
、
大
使
の
上
の
職
階
が
存
し
た
の
は
、
白
雉
五
年

(

六
五
四)
二
月
派
遣
の
押
使
高
向
玄
理
と
今
回
の
執
節
使
粟
田
真
人
、
そ
し
て
霊
亀
度
の

押
使
多
治
比
県
守
の
三
例
だ
け
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
よ
う
。
こ
の
指
摘
を
参
照
し
て
、
大
使
の
上
に
職
階
が
置
か
れ
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た
の
が
数
少
な
く
特
殊
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
執
節
使
が
置
か
れ
た
の
は
、
こ
の
大
宝
度
の

遣
唐
使
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
は
た
し
て
、『

続
日
本
紀』

(

同
年
五
月
条)

に
は
、

己
卯

(

七
日)

、
入
唐
使
粟
田
朝
臣
真
人
授
二

節
刀
。一

と
あ
り
、
天
皇
か
ら
入
唐
使
粟
田
朝
臣
真
人
に
対
し
て
節
刀
が
授
け
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

節
刀
が
授
け
ら
れ
た
か
ら
に
は
す
ぐ
に
遣
唐
使
一
行
は
難
波
津
か
ら
出
立
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
六
二
番
歌
は
、
こ
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る

『

万
葉
集』

巻
一
の
配
列
か
ら
、

大
宝
二
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
う
す
る
と
、
右
に
見
た
遣
唐
使
出
立
が
大
宝

元
年
で
あ
る
こ
と
と
一
見
齟
齬
を
来
そ
う
。
こ
の
点
、『

続
日
本
紀』

(

大
宝
二
年
五
月
条)

に
は
、

乙
丑

(

二
十
九
日)

、
遣
唐
使
等
、
去
年
従
二

筑
紫
一

而
入
レ

海
、
風
浪
暴
険
、
不
レ

得
レ

渡
レ

海
。

至
レ

是
乃
発
。

と
あ
り
、
前
年
の
大
宝
元
年
に
一
度
出
立
し
大
海
に
乗
り
出
し
た
も
の
の
、｢

風
浪
暴
険｣

の
た

め
に
海
を
渡
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の

『

万
葉
集』

巻
１
・
六
二
番
歌

が
こ
の
折
り
の
遣
唐
使
の
一
員
三
野
連
某
へ
の
は
な
む
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
実
際
の
出

発
の
年
に
合
わ
せ
る
形
で
大
宝
二
年
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
一
行
の
日
本

へ
の
帰
着
は
、『

続
日
本
紀』

(

慶
雲
元
年
七
月
条)

に
、

秋
七
月
甲
申
朔
、
正
四
位
下
粟
田
朝
臣
真
人
自
二

唐
国
一

至
。
…
…

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
執
節
使
粟
田
朝
臣
真
人
が
慶
雲
元
年
に
帰
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
次
に
、
こ
の
大
宝
度
の
遣
唐
使
が
と
っ
た
経
路
に
つ
い
て
で
あ
る
。

森
克
己
氏

『

遣
唐
使
増
補
版

(

�)』

に
は
、｢

遣
唐
使
入
唐
路｣

の
図
が
載
り

(

こ
の
図
は
、
前
掲

日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

万
葉
集
二

(

�)』

や
、
伊
藤
博
氏

『

万
葉
集
全
注
巻
第
一

(

�)』

に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る)

、
森
克
己
氏
前
掲
書
は
、

大
宝
元
年

(

七
〇
一
・
長
安
一)

正
月
、
第
七
次
遣
唐
使
粟
田
真
人
等
の
任
命
が
行
わ
れ
、
真

人
等
は
翌
二
年
六
月
筑
紫
を
発
航
し
、
南
島
路
経
由
遣
唐
使
の
第
一
号
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(

続
紀
二)

。

と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
森
氏
の
よ
う
に
こ
の
大
宝
度
の
遣
唐
使
が
南
島
路
経
由
と
な
る
と
、

あ
り
ね
よ
し

對
馬

(

つ
し
ま)

の
渡
り

海
中
に

幣
取
り
向
け
て

は
や
帰
り
来
ね

と
歌
う
六
二
番
歌
の

｢

対
馬｣

は
通
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
矛
盾
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
の
回
避
に
関
連
し
て
、
例
え
ば
、
日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

万
葉
集

一

(

�)』

は
、

こ
の
時
の
遣
唐
使
は
新
羅
と
の
国
際
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
た
め
、
従
来
の
北
路
を
と
ら
ず
、

南
路
な
い
し
は
南
島
路
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
語

(｢

対
馬
の
渡
り｣

の
こ
と
。

�
川
注)

の
使
用
か
ら
こ
の
歌
の
作
者
春
日
老
は
従
来
ど
お
り
北
路
を
と
る
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

｢

従
来
ど
お
り
北
路
を
と
る
と
思
っ
て
い
た｣

と
い
う
把
握
は
、
右
に
見

た
矛
盾
の
一
応
の
回
避
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
伊
藤
氏

『

万
葉
集
全
注
巻
第
一』

で
も
、

古
典
全
集
に
も
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
老
た
ち
が
、
こ
の
た
び
も
従
来
ど
お
り

北
路
を
取
る
も
の
と
決
め
こ
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

と
同
様
の
矛
盾
回
避
策
を
提
示
し
て
い
る
。

当
該
歌
で
対
馬
は

｢

あ
り
ね
よ
し｣

と
い
う
枕
詞
を
冠
し
讃
美
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
参
照

と
し
て

『

時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編』

を
見
れ
ば
、

あ
り
ね
よ
し

枕
詞
。
対ツ

馬シ
マ

に
か
か
る
。
対
馬
の
山
は
朝
鮮
と
の
往
来
の
海
中
に
目
立
っ
て

あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
海
路
の
目
じ
る
し
と
し
て
注
意
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヨ
、
シ
は
詠
�

の
助
詞
。

と
の
記
述
が
あ
る
。
同
辞
典
の

｢

考｣

の
部
分
に
は
、｢

在ア
リ

峰ヲ

の
ア
リ
と
同
じ
接
頭
語
で
、
目
に

立
つ
意
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。｣

と
も
記
さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
右
の

『

時
代
別

国
語
大
辞
典

上
代
編』

の
解
釈
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
よ
う
。

こ
の
六
二
番
歌
は
、
春
日
蔵
首
老
に
よ
っ
て

｢

早
帰
り
来
ね｣

と
歌
わ
れ
三
野
連
某
の
無
事
の

帰
国
を
祈
る
歌
で
あ
り
、
そ
の
無
事
が
保
証
さ
れ
る
行
為
と
し
て

｢

幣
取
り
向
く｣

が
歌
わ
れ
て

い
る
。
そ
の

｢

幣
取
り
向
く｣

場
所
と
し
て
、｢

対
馬
の
渡
り
の
海
中｣

が
歌
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対
馬
の
地
は
、
遣
唐
使
と
し
て
渡
唐
す
る
際
に
想
起
さ
れ
歌
わ
れ
る
地
で

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

朝
鮮
半
島
に
渡
る
一
歩
手
前
、
そ
こ
が
日
本
の
版
図
の
最
果
て
の
地
、
そ
う
し
た
認
識
が

｢

対

馬｣
に
は
付
与
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
鴻
巣
盛
廣
氏

『

萬
葉

集
全
釈
第
二
冊

(
�)』

が
、｢

対
馬｣

の
結
石
山
に
つ
い
て
、
対
馬
の

｢

北
島
の
北
部
に
あ
る
山｣

で

あ
る
と
述
べ
た
上
で
、

と
も
か
く
当
時
に
あ
つ
て
は
、
我
が
領
土
の
限
極
と
考
へ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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と
述
べ
て
い
た
の
が
的
を
射
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
さ
に
、｢

我
が
領
土
の
限
極｣

、
日
本
の
版

図
の
最
果
て
の
地
と
い
う
認
識
が
、｢

対
馬｣

に
は
付
与
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
東
野
治
之
氏

｢

あ
り
ね
よ
し

対
馬
の
渡
り
―
古
代
の
対
外
交
流
に
お
け
る
五
島
列
島
―

(

�)｣

は
、

前
掲

『

万
葉
集』

巻
16
・
三
八
六
〇
〜
三
八
六
九
番
歌
左
注
の

｢

於
レ

是
荒
雄
許
諾
遂
従
二

彼
事
一

自
二

肥
前
國
松
浦
縣
美
祢
良
久
埼
一

發
レ

舶
直
射
二

對
馬
一

渡
レ

海｣

の
記
述
を
踏
ま
え
、

荒
雄
ら
が
乗
り
く
ん
だ
対
馬
向
け
の
船
は
、
大
宰
府
を
た
っ
て
一
旦
五
島
列
島
に
む
か
い
、

福
江
島
西
北
端
の
美
祢
良
久
の
埼
か
ら
対
馬
に
渡
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
た
う
え
で
、

朝
鮮
・
対
馬
へ
の
恒
常
的
ル
ー
ト
と
し
て
、
五
島
経
由
の
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
な
れ
ば
、
春

日
蔵
首
老
の
餞
別
歌
に

｢

対
馬
の
わ
た
り｣

が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
は
何
ら
異
と
す
る
に

及
ば
な
く
な
る
。
五
島
列
島
は
対
馬
へ
の
渡
航
点
で
あ
り
、
そ
こ
が

｢

対
馬
の
わ
た
り｣

と

も
よ
ば
れ
て
い
た
と
み
て
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
五
島
列
島
は
、
北
路
・
南
路
双
方

の
起
点
と
い
う
性
格
を
備
え
て
い
た
。
即
ち
大
宝
の
遣
唐
使
は
、
五
島
列
島
か
ら
華
中
を
目

指
す
南
路
を
と
っ
た
の
で
あ
り
、
北
路
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
な
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
森
公
章
氏
前
掲
論
文
も
、
右
の
東
野
治
之
論
文
を
引
用
し
た
う
え
で
、

｢

対
馬
乃
渡｣

、
即
ち
五
島
列
島
の
美
禰
良
久
の
埼
か
ら
東
シ
ナ
海
を
横
断
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る

(

�)

。
東
野
治
之
氏
や
森
公
章
氏
が
推
定
す
る
航
路
の
場
合
で
も
、
対
馬
が
朝
鮮
半
島

へ
向
か
う
経
路
の
き
わ
め
て
重
要
な
地
で
あ
り
、
歌
わ
れ
る
べ
き
地
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

朝
鮮
半
島
に
渡
る
一
歩
手
前
、
そ
こ
が
日
本
の
版
図
の
最
果
て
の
地
、
そ
う
し
た
認
識
が

｢

対

馬｣

に
は
付
与
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
要
素
を
強
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

ま
だ
残
っ
て
い
る

｢

対
馬｣

の
用
例
、

到
二

對
馬
嶋
淺
茅
浦
一

舶
泊
之
時
不
レ

得
二

順
風
一

経
停
五
箇
日
於
レ

是
瞻
二

望
物
華
一

各
陳
二

慟
心
一

作
歌
三
首

(

15
・
三
六
九
七
題
詞)

百
船
の

泊
つ
る
對
馬(

つ
し
ま)

の

浅
茅
山

し
ぐ
れ
の
雨
に

も
み
た
ひ
に
け
り(

15
・

三
六
九
七)

が
含
ま
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

｢

遣
新
羅
使
歌
群｣

の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。

伊
藤
博
氏

『

萬
葉
集
釈
注
八

(

�)』

は
、
三
六
〇
二
〜
三
六
一
一
番
歌
に
つ
い
て
の
条
で
、
以
降

の

｢

遣
新
羅
使
歌
群｣

の
展
開
を
概
観
し
て
、

当
面
一
〇
首
の
古
歌
群
の
あ
と
に
は
、
備
後
と
安
芸
と
の
国
境
、
長
井
の
浦

(

広
島
県
三
原
市)

以
降
の
往
路
の
歌
一
〇
六
首(

三
六
一
二
〜
七
一
七)

と
帰
路
播
磨
家
島
で
の
歌
五
首(

三
七
一
八
〜

二
二)

と
を
並
べ
る
。
そ
の
往
路
の
一
〇
六
首
は
、｢

備
後

安
芸

周
防

豊
前

筑
前

肥
前

壱
岐

対
馬｣

と
、
経
て
行
っ
た
山
陽
道
・
西
海
道
諸
国
の

す
べ
て
の
国
で
の
歌
を
、
そ
の
国
々
の
名
を
最
初
の
題
詞
に
掲
げ
な
が
ら
記
し
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
き
な
参
考
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
対
馬
を
最
後
に
往
路
の
歌
は
途

切
れ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
最
果
て
の
地
と
し
て
の
認
識
が
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

そ
の
対
馬
の
竹
敷
浦
に
て
の
歌
群
十
八
首

(

三
七
〇
〇
〜
三
七
一
七)

を
最
後
に
し
て
、
後
は
、
三
七

一
八
番
歌
の
題
詞
で
、

廻
二

来
筑
紫
一

海
路
入
レ

京
到
二

播
磨
國
家
嶋
一

之
時
作
歌
五
首

と
記
さ
れ
、
帰
路
の
播
磨
国
家
島
で
の
歌
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歌
群
の
配
列
に
も
、
対

馬
の
地
が
最
果
て
の
地
で
あ
り
、
日
本
の
版
図
の
最
果
て
の
地
で
あ
る
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
を

見
出
せ
よ
う
。

｢

対
馬｣

の
用
例
は
、『

万
葉
集』

の
用
例
の
他
、『

続
日
本
紀』

に
多
数
あ
る
。
そ
の
い
く
つ

か
を
参
照
し
よ
う
。『

続
日
本
紀』

(

天
平
宝
字
三
年
三
月
条)

に
は
、

庚
寅

(

二
十
四
日)

、
大
宰
府
言
、
府
官
所
レ

見
、
方
有
二

不
レ

安
者
四
。一
拠
二

警
固
式
、一
於
二

博
多

大
津
及
壱
伎
・
対
馬
等
要
害
之
処
、一
可
下

置
二

船
一
百
隻
以
上
一

以
備
中

不
虞
。上
而
今
無
二

船
可
�

用
。
交
闕
二

機
要
。一
不
レ

安
一
也
。
…
…

と
あ
る
。｢

要
害
之
処｣

と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『

続
日
本
紀』

(

宝
亀
八
年
正
月
条)

に
は
、

癸
酉

(

二
十
日)

。
遣
レ

使
、
問
二

渤
海
使
史
都
蒙
等
一

曰
、
去
宝
亀
四
年
、
烏
須
弗
帰
二

本
蕃
一

日
、
太
政
官
処
分
、
渤
海
入
朝
使
、
自
レ

今
以
後
、
宜
下

依
二

古
例
一

向
中

大
宰
府
。上
不
レ

得
下

取
二

北
路
一

来
。上
而
今
違
二

此
約
束
。一
其
事
如
何
。
対
曰
、
烏
須
弗
来
帰
之
日
、
実
承
二

此
旨
。一
由
レ

是
、
都
蒙
等
発
レ

自
二

弊
邑
南
海
府
吐
号
浦
、一
西
指
二

対
馬
嶋
竹
室
之
津
。一
而
海
中
遭
レ

風
、

着
二

此
禁
境
。一
失
レ

約
之
罪
、
更
無
レ

所
レ

避
。
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と
あ
る
。
渤
海
国
か
ら
の
使
者
史
都
蒙
た
ち
は
前
年
宝
亀
七
年
の
十
二
月
二
十
二
日
に
北
陸
に
漂

着
し
、
越
前
国
加
賀
郡
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
史
都
蒙
の
も
と
へ
奈
良
の
都
か
ら
使
い
が
派

遣
さ
れ
、｢
渤
海
か
ら
の
使
者
は
北
陸
に
来
航
せ
ず
、
大
宰
府
に
向
か
う
よ
う
命
じ
た｣

(

新
日
本

文
学
大
系
版

『
続
日
本
紀』

の
下
段
注)

宝
亀
四
年
六
月
の
太
政
官
処
分
に
違
っ
て
い
る
。
ど
う

し
て
か
。
と
い
う
詰
問
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
詰
問
さ
れ
た
渤
海
国
か
ら
の
使
者
史
都
蒙
は
自

国
の

｢

南
海
府
吐
号
浦｣
よ
り
出
航
し
て
、
西
の
方

｢

対
馬
嶋
竹
室
之
津｣

を
目
指
し
た
。
し
か

し
、
海
上
で
風
に
遭
っ
て
北
陸
に
漂
着
し
た
の
だ
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
答
え
が
、
い
ま
重
要
で

あ
る
。
自
国
を
出
航
し
て
、
ま
ず
、
対
馬
を
目
指
し
た
の
だ
。
渤
海
国
と
い
う
外
国
か
ら
日
本
に

や
っ
て
来
て
大
宰
府
を
目
指
す
時
の
、
ま
ず
は
目
指
す
べ
き
地
が
対
馬
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
記

事
は
証
し
て
い
る
。
外
国
か
ら
日
本
に
や
っ
て
来
た
場
合
、
そ
の
日
本
に
出
く
わ
す
周
縁
部
・
最

前
線
が
対
馬
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
裏
返
せ
ば
、
対
馬
が
日
本
の
版
図
の

最
果
て
の
地
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
、｢

対
馬｣

が
喚
起
す
る
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
先
ほ
ど
、

｢

日
本
琴｣

の
用
例
を
見
た
と
き
、
後
述
す
る
と
断
っ
て
お
い
た
｢

日
本｣

の
表
記
に
つ
い
て
考

え
よ
う
。

｢

日
本｣

と
い
う
表
記
は
、
例
え
ば
、

阿
倍
の
島

鵜
の
住
む
磯
に

寄
す
る
波

間
な
く
こ
の
こ
ろ

日
本

(
や
ま
と)

し
思
ほ
ゆ

(

３
・
三
五
九)

島
伝
ひ

敏
馬
の
崎
を

漕
ぎ
廻
れ
ば

日
本

(

や
ま
と)

恋
し
く

鶴
さ
は
に
鳴
く

(

３
・

三
八
九)

の
よ
う
に
、
現
在
の
奈
良
県
で
あ
る
と
こ
ろ
の
大
和
国
を
表
す
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
の
よ

う
に
、｢

日
本｣

と
い
う
表
記
に
は
、

山
上
臣
憶
良
在
二

大
唐
一

時
憶
二

本
郷
一

作
歌

い
ざ
子
ど
も

早
く
日
本(

や
ま
と)

へ

大
伴
の

三
津
の
浜
松

待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む(

１
・

六
三)

の
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
六
二
番
歌
と
同
じ
大
宝
度
の
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
唐
の
国

に
在
っ
た
山
上
憶
良
が
歌
っ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の

｢

日
本｣

は
、
日
本
国
を
表
し
て
い
る
こ
と
が

明
瞭
だ
。
ま
た
、
こ
れ
も
周
知
の
例
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る

｢

日
本
挽
歌｣

の
題
詞
、

日
本
挽
歌
一
首

(

５
・
七
九
四
題
詞)

も
、
そ
の
前
に
置
か
れ
た
漢
文
と
漢
詩
に
よ
っ
て
亡
妻
へ
の
哀
悼
の
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
日
本
の
和
歌
に
よ
っ
て
亡
妻
哀
悼
の
念
を
形
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ

の

｢

日
本｣

は
日
本
と
い
う
国
を
意
識
し
て
の
用
例
で
あ
る
。

大
宰
府
の
大
伴
旅
人
か
ら
都
の
藤
原
房
前
に
送
ら
れ
贈
ら
れ
た
の
は
、
桐
で
作
ら
れ
た

｢

日
本

琴｣

で
あ
っ
た
。
前
掲
小
島
憲
之
氏

｢

大
伴
淡
等
謹
状｣

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

書
状
に
つ
け

て
物
品
を
送
附
し
た
り
献
上
し
た
り
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
物
品
を
ま
づ
最
初
に
挙
げ
る
の
が
一

般
で
あ｣

っ
た
。
そ
こ
に
、

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝

と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。｢

梧
桐
日
本
琴
一
面｣

だ
け
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
桐
で
出
来
た
日

本
風
の
琴
の
意
味
し
か
生
じ
な
い
が
、
そ
の｢

梧
桐
日
本
琴
一
面｣

の
下
に｢

對
馬
結
石
山
孫
枝｣

と
注
さ
れ
る
こ
と
で
、｢

対
馬｣

の
持
つ

｢

日
本
の
版
図
の
最
果
て
の
地｣

と
い
う
意
味
要
素
と
、

｢

日
本｣

と
い
う
表
記
と
が
、
新
た
な
接
点
を
切
り
結
ぶ
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
日
本
琴
を
都

の
藤
原
房
前
に
贈
る
時
、｢

こ
の
琴
が
日
本
の
版
図
の
最
果
て
の
地
で
産
し
た
桐
か
ら
作
っ
た
も

の
だ
。｣

と
す
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
、
趣
向
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

三
〈
趣
向
〉
を
支
え
る
漢
籍
の
引
用
―
出
典
論
を
超
え
て
―

右
に
、
こ
の
書
簡
の
冒
頭
の
、｢

梧
桐
日
本
琴
一
面

對
馬
結
石
山
孫
枝｣

に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
趣
向
に
つ
い
て
分
析
し
た
が
、
こ
の
作
品
内
に
は
、
右
の
趣
向
を
支
え
て
い
る
と
目
さ
れ
る
箇

所
が
あ
る
。
そ
の
箇
所
の
考
察
を
付
け
加
え
た
い
。

当
該
作
品
に
お
け
る

『

文
選』

琴
賦
の
影
響
を
最
初
に
説
い
た
の
は
、
契
沖

『

萬
葉
代
匠
記』

(
初
稿
本)

で
あ
る
。
契
沖
は
、

琴
賦
云
。
旦
晞
二

幹
於
九
陽
。一
又
云
。
惟
椅
梧
之
所
レ

生
兮
託
二

峻
嶽
之
崇
岡
。一
…
…
含
二

天
地

之
醇
和
一

兮
吸
二

日
月
之
休
光
一
休也
。善

と
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
前
掲
古
沢
未
知
男
氏

｢

淡
等
謹
状

(

万
葉)

と
琴
賦

(

文
選)｣

は
、
当
該
作
品
の
表
現
と

『

文
選』

巻
第
十
八
の

｢

琴
賦｣

の
表
現
と
を
緻
密
に
比
較
す
る
。
そ

の
緻
密
さ
は
、

�川 晶輝：大伴旅人 ｢日本琴の歌｣ の〈趣向〉について(七 )



謹
状
冒
頭
の

｢

梧○

桐｣

は
琴
賦

｢

椅
梧○｣

と
あ
り
、｢

孫○

枝○｣

は
琴
賦
第
五
項
に

｢�

二

孫

枝
一｣

と
あ
る
に
基
づ
く
。
次
い
で
第
一
・
二
項

｢

託○

二

根
遥
嶋
之○

崇○

巒○

、一
晞○

二

幹○

九○

陽○

之○

休○

光○

一｣
と
あ
る
の
は
明
か
に
琴
賦
本
文
の
冒
頭

｢

託○

二

峻
嶽
之○

崇○

岡、
一｣

｢

吸
二

日
月
之○

休○

光○

一｣

｢

晞○

二

幹○

於
九○

陽○

一｣

と
あ
る
の
を
摘
出
継
ぎ
合
は
せ
て
成
つ
た
も
の
で
あ
る
。(

圏
点
の

｢

○｣

｢

、｣

す
べ
て
古
沢
氏)

と
い
う
ご
と
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
出
典
論
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き
点
も
多
い
の
だ
が
、
し
か
し
、
右
の
よ
う

な
出
典
論
で
は
完
全
に
欠
落
し
て
し
ま
う
点
が
あ
る
こ
と
に
も
自
覚
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
欠
落
し
て
し
ま
う
の
は
、
も
と
の

『

文
選』

｢

琴
賦｣

の
表
現
を
変
え
て
い
る

部
分
へ
の
目
配
り
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
目
配
り
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
新
た
な
発
見
も
欠
落

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
当
該
作
品
で
は
、

託
二

根
遥
嶋
之
崇
巒
一

と
な
っ
て
い
る
。『

文
選』

｢

琴
賦｣

の

｢

峻
嶽｣

と
い
う
表
現
が
、
当
該
作
品
で
は

｢

遥
嶋｣

と

い
う
表
現
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
へ
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

『

文
選』

が
官
人
に
と
っ
て
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(
�)

。
そ
し
て
、
こ
の
必
読

書

『

文
選』

を
め
ぐ
る
交
流
は
李
善
注
を
も
介
在
さ
せ
て
行
わ
れ
て
い
た
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
す
で
に
小
島
憲
之
氏

｢

出
典
の
問
題

(

�)｣

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
島
氏
論
文
は
、

琴
賦
李
善
注
に

｢

史
記
曰
、
龍
門
有
二

桐
樹
一

、
高
百
尺
、
無
レ

枝
堪
レ

為
レ

琴｣

と
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、こ

の
房
前
の
書
翰
は
、
旅
人
よ
り
梧
桐
の
琴
を
贈
ら
れ
た
礼
状
で
あ
つ
て
、
知
遇
を
辱
く
す

る
と
云
ふ
普
通
一
般
の
意
味
の
龍
門
の
恩
は
、
こ
こ
で
は
更
に
具
体
的
に
龍
門
の
桐

(

琴
を

さ
す)

を
辱
く
し
た
恩
、
即
ち
琴
を
贈
つ
て
も
ら
つ
た
恩
を
も
含
む
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

り
、｢

龍
門
之
恩｣

の
下
に
は
龍
門
の
桐
を
も
ふ
ま
へ
て
ゐ
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

旅
人
の
書
翰
が
文
選
琴
賦
を
参
考
に
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
同
時
に
相
手
の
房
前
も
こ
れ
を
熟

知
し
て
ゐ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
琴
賦
な
ど
に
み
え
る
龍
門
の
桐
と
な
り
、
ま
た

｢

龍

門
之
恩｣

と
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。『

文
選』

の

｢

琴
賦｣

を
踏
ま
え
る
大
伴
旅
人
、
そ
し
て
、
そ
の
文
学
的
営
為

を
十
分
に
理
解
し
同
じ
箇
所
の

『

文
選』

李
善
注
を
利
用
し
て
応
え
る
藤
原
房
前
、
こ
の
よ
う
な

二
人
の
間
の
、
文
学
理
解
に
支
え
ら
れ
て
の
交
流
が
あ
る
の
で
あ
る
。

『

文
選』

お
よ
び
そ
の
李
善
注
を
共
通
の
コ
ー
ド
と
し
た
、
二
人
の
間
の
文
学
理
解
に
支
え
ら

れ
て
の
交
流
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
も
う
一
度
、｢

託
二

根
遥
嶋
之
崇
巒
一｣

を
見
て
み
よ

う
。
娘
子
の
発
話
の
中
に
こ
の

｢

遥
嶋｣

つ
ま
り

｢

遙
か
彼
方
の
島｣

は
現
れ
る
の
だ
が
、
こ
の

｢

遥
嶋｣

は
、
前
節
で
見
た

｢

対
馬｣

と
見
事
に
対
応
す
る
。
岸
本
由
豆
流

『

万
葉
集
攷
証』

が

早
く
に
、

遥
島
は
、
対
馬
を
い
ひ
て
、
は
る
か
な
る
島
と
い
ふ
也
。

と
指
摘
し
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
指
摘
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
日
本
の
中
の

｢

遥
嶋｣

と
い
う
相
乗
効
果

を
こ
こ
で
は
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
日
本
の
中
の

｢

遥
嶋｣

と
し
て
、
考
え
ら
れ
る

日
本
の
版
図
の
中
の

｢

遥
嶋｣

と
し
て
、｢

対
馬｣

は
あ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
見

た
よ
う
に
、
琴
が
夢
の
中
で
娘
子
に
化
け
て
語
っ
た
な
ど
虚
構
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の

版
図
の
北
西
の
最
果
て
の
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
点
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
増
す
こ
と

に
な
ろ
う
。
虚
構
で
あ
り
な
が
ら
も
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
趣
向
の
盛
り
上
が
り
が

布
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
琴
を
贈
ら
れ
た
藤
原
房
前
の
興
味
を
い
っ
そ
う
�
き
立
て
る

よ
う
な
趣
向
と
な
り
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

ま
と
め

本
稿
は
、｢

梧
桐
日
本
琴
一
面｣

の
下
に｢

對
馬
結
石
山
孫
枝｣

と
注
さ
れ
る
こ
と
で
、｢

対
馬｣

の
持
つ

｢

日
本
の
版
図
の
最
果
て
の
地｣

と
い
う
意
味
要
素
と
、｢

日
本｣

と
い
う
表
記
と
が
、

新
た
な
接
点
を
切
り
結
ぶ
こ
と
と
な
る
点
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
琴
を
都
の
藤
原
房
前
に

贈
る
時
、｢

こ
の
琴
が
日
本
の
版
図
の
最
果
て
の
地
で
産
し
た
桐
か
ら
作
っ
た
も
の
だ
。｣

と
す
る

こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
、
趣
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『

文
選』

｢

琴
賦｣

か
ら
の
引
用
に

お
い
て
、｢
峻
嶽｣

と
い
う
表
現
を

｢

遥
嶋｣

と
置
き
換
え
る
こ
と
が
、
右
の
手
法
を
支
え
て
い

る
こ
と
を
説
い
た
。

『

万
葉
集』

巻
五
に
は
、
大
伴
旅
人
が
都
の
某
氏
に
送
っ
た
書
簡
お
よ
び
八
〇
六
・
八
〇
七
番
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歌
と
、
都
の
某
氏
が
旅
人
に
答
え
て
送
っ
た
八
〇
八
・
八
〇
九
番
歌
か
ら
な
る
歌
群
が
あ
る
。
そ

こ
で
は
、『

史
記』

、『

漢
書』

、
李
善
注
を
含
め
た『

文
選』

、『

芸
文
類
聚』

に
お
け
る
共
通
の
コ
ー

ド
を
媒
介
と
し
て
の
文
学
的
交
流
を
見
出
せ
る

(

詳
し
く
は
、
�
川
晶
輝

｢

大
伴
旅
人

｢

歌
詞
両

首｣

に
つ
い
て

(

�)｣

を
参
照
願
い
た
い)

。
端
的
に
言
え
ば
、｢

西
極｣

が

｢

龍
馬
・
天
馬｣

を
産
す

る
と
い
う
共
通
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
大
宰
府
を
日
本
の
版
図
の

｢

西
極｣

と

見
立
て
、
都
と
大
宰
府
の
間
の
距
離
を
、
作
品
を
形
作
る
〈
距
離
〉
と
し
て
作
品
の
中
に
定
位
し

た
の
で
あ
る
。

大
伴
旅
人
に
よ
る
そ
う
し
た
文
学
的
営
為
を
当
該
作
品
の
横
に
置
い
て
見
る
時
、
大
宰
府
と
い

う
地
に
あ
る
こ
と
を
、
い
わ
ば
地
の
利
と
し
て
利
用
し
、〈
趣
向
〉
に
ま
で
昇
華
さ
せ
て
い
る
当

該
作
品
の
要
素
を
見
出
せ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

注

(

�)

閲
覧
可
能
な
写
本
は
複
製
本
を
参
照
し
閲
覧
不
可
能
な
写
本
は

『

校
本
万
葉
集』

を
用
い
、
本
文
校

訂
を
施
し
た
。
当
該
歌
の
書
き
下
し
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

萬
葉
集』

に
拠
り
、
適
宜
私

に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

(

�)

武
田
祐
吉
氏

『

万
葉
集
全
註
釈』

(

一
九
四
九
年
、
改
造
社)
は
、｢
転
任
運
動｣

の
可
能
性
を
示
唆

し
、
高
崎
正
秀
氏

｢

大
伴
旅
人｣

(『

日
本
歌
人
講
座
一』

、
一
九
六
一
年
七
月
、
弘
文
堂)

は

｢

帰
京

転
任
を
望
む
意｣

を
指
摘
し
、
ま
た
、
高
木
市
之
助
氏

『

大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良』

(

日
本
詩
人
選
４
、

一
九
七
二
年
六
月
、
筑
摩
書
房)

も

｢

藤
原
一
家
の
代
表
的
人
物｣

に

｢

遙
々
日
本
琴
を
贈
っ
た
真
意

も
ほ
ぼ
察
せ
ら
れ
る｣

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
原
田
貞
義
氏

｢

旅
人
と
房
前
―
倭
琴
献
呈

の
意
趣
と
そ
の
史
的
背
景
―｣

(『

読
み
歌
の
成
立
大
伴
旅
人
と
山
上
憶
良』

、
二
〇
〇
一
年
五
月
、
翰

林
書
房
。
初
出
、
一
九
八
〇
年
六
月)

は
、｢

政
事
万
般
を
、
藤
原
氏
対
長
屋
王
派
、
或
い
は
新
進
官

僚
貴
族
対
皇
親
を
中
核
と
す
る
旧
氏
族
、
な
ど
と
い
っ
た
単
純
二
元
論
で
説
く
の
は
極
め
て
危
険
で
あ

る｣

と
指
摘
し
、
房
前
が

｢

む
し
ろ
旅
人
と
同
様
、
長
屋
王
の
側
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た｣

と
述
べ
、

こ
の
贈
答
を

｢

互
い
に
後
盾
を
失
っ
た
者
同
士
の
閑
雅
な
る
遊
び｣

と
認
定
す
る
。
梶
川
信
行
氏

｢

日

本
琴
の
周
辺
―
大
伴
旅
人
序
説
―｣

(『

美
夫
君
志』

三
二
号
、
一
九
八
六
年
四
月)

も
、｢

日
本
琴
は
、

長
屋
王
の
変
の
首
謀
者
で
あ
り
、
事
実
上
の
首
班
に
の
し
上
が
っ
た
武
智
麻
呂
に
贈
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、
聖
武
天
皇
に
干
さ
れ
て
し
ま
っ
た
房
前
に
贈
ら
れ
て
い
る｣

こ
と
を
重
視
し
、
前
掲
の

｢

転
任
運

動｣

説
を
批
判
し
て
い
る
。
村
山
出
氏

｢

大
伴
淡
等
謹
状
―
旅
人
と
房
前
の
接
点
―｣

(『

青
木
生
子
博

士
頌
寿
記
念
論
集
上
代
文
学
の
諸
相』

、
一
九
九
三
年
一
二
月
、
塙
書
房)

は
、
旅
人
書
簡
の
宛
名
が

｢

中
衛
高
明
閤
下｣

と
な
っ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、｢

内
臣
に
し
て
参
議
中
衛
大
将
、
中
務

�
と
い
う
宮
廷
内
奥
に
お
け
る
令
外
の
政
治
・
兵
事
の
実
権
も
握
り
、
宮
門
警
護
を
伝
統
と
す
る
大
伴

氏
の
上
に
立
っ
て
い
る
実
力
者
房
前
に
こ
そ
、
旅
人
は
議
政
官
と
し
て
も
大
伴
氏
の
棟
梁
と
し
て
も
誼

を
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た｣

と
指
摘
す
る
。

(

�)

古
沢
未
知
男
氏

｢

淡
等
謹
状

(

万
葉)

と
琴
賦

(

文
選)｣

(『

国
語
と
国
文
学』

一
九
五
九
年
五
月

号)

(

�)

小
島
憲
之
氏

｢

遊
仙
窟
の
投
げ
た
影｣

(『

上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
中
―
出
典
論
を
中
心
と
す

る
比
較
文
学
的
考
察
―』

、
一
九
六
四
年
三
月
、
塙
書
房)

(

�)

伊
藤
博
氏

『

萬
葉
集
釈
注
三』

(

一
九
九
六
年
五
月
、
集
英
社)

(

	)

金
子
元
臣
氏

『

萬
葉
集
評
釈
第
三
冊』

(

一
九
四
〇
年
一
一
月
、
明
治
書
院)

(


)

小
島
憲
之
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
佐
竹
昭
広
氏
、
日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

万
葉
集
二』

(

一
九
七
二

年
五
月
、
小
学
館)

(

�)

小
島
憲
之
氏

｢

大
伴
淡
等
謹
状｣

(『

萬
葉』

七
四
号
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月)

(

�)

橋
本
四
郎
氏

｢

幇
間
歌
人
佐
伯
赤
麻
呂
と
娘
子
の
歌｣

(『

橋
本
四
郎
論
文
集

万
葉
集
編』

、
一
九

八
六
年
一
二
月
、
角
川
書
店
。
初
出
、｢

幇
間
歌
人
佐
伯
赤
麻
呂｣

、
一
九
七
四
年
一
一
月)

(


)
『

万
葉
集』

の
用
例
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

萬
葉
集』

に
拠
り
、
適
宜
私
に
改

め
た
箇
所
も
あ
る
。

(

�)
『

懐
風
藻』

の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
版

『

懐
風
藻
文
華
秀
麗
集
本
朝
文
粋』

(

一
九
六
四

年
六
月
、
岩
波
書
店)

に
拠
り
、
返
り
点
を
付
し
た
。

(

�)
『

続
日
本
紀』

の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
版

『

続
日
本
紀』

に
拠
る
。
な
お
、
日
に
ち
を

(
)

内
に
入
れ
て
、
便
宜
的
に
補
っ
た
。

(

�)

森
公
章
氏

｢

大
宝
度
の
遣
唐
使
と
そ
の
意
義｣

(『

遣
唐
使
と
古
代
日
本
の
対
外
政
策』

、
二
〇
〇
八

年
一
一
月
、
吉
川
弘
文
館
。
初
出
、
二
〇
〇
五
年
四
月)

(

�)

森
克
己
氏

『

遣
唐
使
増
補
版』

(

一
九
六
六
年
一
一
月
、
至
文
堂
。
初
版
は
一
九
五
五
年
一
〇
月)

(

�)

注(


)

に
同
じ
。

(

�)

伊
藤
博
氏

『

万
葉
集
全
注
巻
第
一』

(

一
九
八
三
年
九
月
、
有
斐
閣)

(

�)

小
島
憲
之
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
佐
竹
昭
広
氏
、
日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

万
葉
集
一』

(

一
九
七
一

年
一
月)

。
た
だ
し
、
こ
の
一
九
七
一
年
一
月
の
初
版
に
は
、｢

作
者
岡
麻
呂｣

と
い
う
誤
記
が
あ
る
た

め
、
訂
正
さ
れ
た
後
の
、
一
九
八
六
年
九
月
の
第
十
七
版
よ
り
引
用
し
て
お
い
た
。

(

�)

鴻
巣
盛
廣
氏

『

萬
葉
集
全
釈
第
二
冊』

(

一
九
三
一
年
一
〇
月
、
大
倉
廣
文
堂)

(
�)

東
野
治
之
氏

｢

あ
り
ね
よ
し

対
馬
の
渡
り
―
古
代
の
対
外
交
流
に
お
け
る
五
島
列
島
―｣

(『

続
日

本
紀
の
時
代』

、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
塙
書
房)

(

�)
東
野
治
之
氏
の
近
著

『

遣
唐
使』

(

二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
岩
波
新
書)

は
、
青
木
和
夫
氏

『

奈
良

の
都』

(
日
本
の
歴
史
三
、
一
九
六
五
年
四
月
、
中
央
公
論
社)

が
早
く
に
南
島
路
の
存
在
を
否
定
し

て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
ま
た
、
杉
山
宏
氏

｢

遣
唐
使
船
の
航
路
に
つ
い
て｣

(『

日
本
海
事
史
の
諸
問

題
対
外
関
係
編』
、
一
九
九
五
年
五
月
、
文
献
出
版)

を
紹
介
し
た
う
え
で
、
南
島
路
の
存
在
を
否
定

し
て
い
る
。

�川 晶輝：大伴旅人 ｢日本琴の歌｣ の〈趣向〉について(九 )



(
�)

伊
藤
博
氏

『

萬
葉
集
釈
注
八』

(

一
九
九
八
年
一
月
、
集
英
社)

(
�)

芳
賀
紀
雄
氏

｢

典
籍
受
容
の
諸
問
題｣

(『

萬
葉
集
に
お
け
る
中
國
文
學
の
受
容』

、
二
〇
〇
三
年
一

〇
月
、
塙
書
房
。
初
出
、｢

万
葉
集
比
較
文
学
事
典｣

、
一
九
九
三
年
八
月)

で
は
、『

養
老
令』

｢

選
叙

令｣
(

29
秀
才
進
士
条)

の

｢

進
士
取
下

明
閑

ナ
ラ
ヒ

二

時
務
、一

�
読
二

文
選
爾
雅
一

者
上｣

(

傍
線
、
�
川)

と

い
う
記
述
が
引
用
さ
れ
、｢

考
課
令｣

(

72
進
士
条)

に
は

『

文
選』

の

｢

実
際
の
試
験
方
法
が
規
定
さ

れ
て
い
る｣
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

小
島
憲
之
氏

｢
出
典
の
問
題｣

(『

上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
上
―
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較

文
学
的
考
察
―』

、
一
九
六
二
年
九
月
、
塙
書
房)

(

�)

�
川
晶
輝

｢

大
伴
旅
人

｢
歌
詞
両
首｣

に
つ
い
て｣

(『

国
語
国
文
研
究』

一
三
六
号
、
二
〇
〇
九
年

七
月)

[

附
記]

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
ｃ)

｢
墓
誌
の
表
現
分
析
に
基
づ
く
日
中
文
化
交
流
の
基
礎
的

研
究｣

(

研
究
課
題
番
号：

22520214)

交
付
に
よ
る
成
果
に
基
づ
く
。

甲南大學紀要 文学編 第163号 日本語日本文学科 (一〇)


